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風力発電所の設置の事業に係る
環境影響評価項目等の選定

資料２

（事務局案）

環境影響評価の進め方

事業特性の把握

•土地利用計画
•造成計画
•施設計画
•工事計画 など

地域特性の把握

•気象
•水象
•植物および動物
•法規制の状況 など

影響要因の抽出

① 工事の実施に伴うもの
② 土地または工作物の存
在に伴うもの

③ 供用に伴うもの

環境要素の選定

影響要因ごとに影響を受け
るおそれのある環境要素を
選定

調査・予測・評価の手法の選定

選定した環境要素に係る項目ごと
に調査、予測および評価の手法を
選定

環境影響評価方法書
としてとりまとめ
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１．風力発電所の建設工事の実施に伴う影響要因

工事の内容 影響要因（現行技術指針）

①工事用道路の設置
建設機械の稼動、切土・盛土工事、
工事用道路の設置

②工事施工ヤードの設置
建設機械の稼動、造成工事、
工事施工ヤードの設置

③基礎工事
建設機械の稼動、掘削工事、
コンクリート工事、浚渫工事（洋上風力）

④資材の搬入 資材等の運搬に用いる車両の運行

⑤組立工事、据付工事 建設機械の稼動

⑥送電設備工事
建設機械の稼動、切土・盛土・造成工事、
コンクリート工事

⑦電気工事 ―

２．工事の実施に伴う環境影響評価の項目

影響要因 影響を受ける環境要素

建設機械の稼動
排ガスによる窒素酸化物・浮遊粒子状物質、
土砂粉じん、騒音・振動、音・光などによる動物

資材等の運搬に用いる
車両の運行

排ガスによる窒素酸化物・浮遊粒子状物質、
騒音・振動

切土・盛土・造成工事、
掘削工事

土砂粉じん、土砂による水の濁り、
地下水の水位・流れ、地盤沈下、動植物・生態系、
人と自然との触れ合い活動の場、
建設工事に伴う副産物

コンクリート工事 ｐＨ

工事施工ヤード・
工事用道路の設置

土砂粉じん、土砂による水の濁り、地形・地質、

動植物・生態系、人と自然との触れ合い活動の場、
建設工事に伴う副産物

浚渫工事
土砂による水の濁り、動植物・生態系、
人と自然との触れ合い活動の場、
建設工事に伴う副産物
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３．風力発電所の存在および供用に伴う影響要因

① 地形改変および施設の存在

② 施設の稼動

４．存在および供用に伴う環境影響評価の項目

影響要因 影響を受ける環境要素

地形改変
地形・地質、動植物・生態系、
人と自然との触れ合い活動の場

施設の存在 景観

施設の稼動 騒音・低周波音、日照阻害、動物・生態系
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硫黄酸化物

窒素酸化物 ○ ○

粉じん等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

石炭粉じん

ダイオキシン類

その他の有害物質

騒音 ○ ○ ○

振動 ○ ○ ○

低周波音

悪臭 悪臭

化学的酸素要求量等 ○

土砂による水の濁り ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ダイオキシン類

有害物質 ○

水温

ダイオキシン類

水底の堆積状況等

地下水の水質 ○

地下水の水位・流れ ○ ○

富栄養化

流向および流速

土壌 土壌汚染

地盤 地盤沈下 ○ ○

地形およ
び地質

重要な地形および地質なら
びに特異な自然現象

○ ○ ○

その他 日照阻害

重要な種および注目すべき
生息地

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

重要な種および重要な群落 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地域を特徴づける生態系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

主要な眺望点および景観資
源ならびに主要な眺望景観

○ ○

人と自然との触れ合い活動
の場

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

廃棄物

建設工事に伴う副産物 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

二酸化炭素

その他の温室効果ガス

工事に伴う環境影響評価の項目

大気環境 大気質

騒音およ
び振動

水質

植物

生態系

生物の多様性の
確保および自然
環境の体系的保
全

水環境

土壌環境
およびそ
の他の環
境

水底の底質

地下水

人と自然との豊
かな触れ合いの
確保

環境への負荷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　影響要因の区分

　

環境要素の区分

その他

景観

人と自然との触れ合い
活動の場

廃棄物等

温室効果ガス等

環境の自然的構
成要素の良好な
状態の保持

動物
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硫黄酸化物 ○

窒素酸化物 ○ ○

粉じん等 ○ ○

石炭粉じん ○ ○

ダイオキシン類

その他の有害物質

騒音 ○ ○ ○

振動 ○ ○

低周波音 ○

悪臭 悪臭

化学的酸素要求量等 ○ ○ ○ ○

土砂による水の濁り

ダイオキシン類

有害物質

水温 ○ ○

ダイオキシン類

水底の堆積状況等

地下水の水質

地下水の水位・流れ

富栄養化 ○ ○

流向および流速 ○

土壌 土壌汚染

地盤 地盤沈下

地形およ
び地質

重要な地形および地質なら
びに特異な自然現象

○ ○ ○ ○ ○

その他 日照阻害 ○

重要な種および注目すべき
生息地

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

重要な種および重要な群落 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地域を特徴づける生態系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

主要な眺望点および景観資
源ならびに主要な眺望景観

○ ○ ○ ○ ○

人と自然との触れ合い活動
の場

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

廃棄物 ○ ○

建設工事に伴う副産物

二酸化炭素 ○

その他の温室効果ガス

人と自然との豊
かな触れ合いの
確保

環境への負荷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　影響要因の区分

　

環境要素の区分

その他

景観

人と自然との触れ合い
活動の場

廃棄物等

温室効果ガス等

環境の自然的構
成要素の良好な
状態の保持

動物

生態系

生物の多様性の
確保および自然
環境の体系的保
全

事業の種類

水環境

土壌環境
およびそ
の他の環
境

大気環境 大気質

騒音およ
び振動

水質

地下水

風力
発電所

土地または工作物の存在および供用に伴う環境影響評価の項目

水底の底質

水力発電所
火力発電所・
原子力発電所

植物

地熱発電所


